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「当社取締役会の実効性に関する評価結果の概要」について 

 

 当社は、取締役会の機能の向上と強化を図りつつ、企業価値を向上させることを目的として、取締役

会の実効性に関する評価を実施いたしましたので、その結果の概要を公表いたします。 

 

記 

 

１.分析・評価のプロセス 

取締役・監査役の全員を対象に、例年実施している取締役会の構成、取締役会の運営、取締役・監査

役に対する支援体制、トレーニング、株主との対話、執行業務に関する自己評価等についてのアンケー

ト評価に加え、取締役・監査役１１名を対象に、第三者評価機関を活用したインタビューを行いました。 

評価結果につきましては外部機関により、評価プロセスの有効性及び適正性を検証した上で、2025年

4月開催の取締役会において報告し、課題等について討議いたしました。 

この討議に基づき、取締役会の実効性をさらに改善する点について、2025 年５月 20 日開催の取締役

会にて分析・議論・評価を行いました。 

 

２.評価結果の概要等 

当社の取締役会の実効性については、アンケートの大部分の項目において概ね高い評価を得られてお

り、インタビューにおいてもその点が確認され、重大な指摘事項はありませんでした。 

【取締役会の構成】については、女性の社内取締役の選任を求める意見や年齢の多様性を求める意見

が挙げられた一方で、取締役会の多様性が確保できるよう努力する姿勢を評価する意見も挙げられてい

ます。また、現在の取締役会構成についてはバランスがよく、大きな問題点は見られないことを評価す

る意見が多く挙げられました。 

【取締役会の運営】については、取締役会終了時に実施するアンケートを活用した改善を継続実施し

ていることで、運営面の改善が見られました。具体的には議事運営面などおおむね適切であり、資料の

提供時期の早期化や内容の改善を評価する意見が見られました。一方、審議時間の確保、取締役会資料

の分量やプレゼンテーションについては、改善は見られるものの、引き続き課題意見が挙げられていま

す。 

【中長期戦略・経営計画】の議論については、さらなる議論の充実や振り返り時の分析の深化につい

て課題意見が挙げられました。 



 

2025年度は、取締役会におけるプレゼンテーションや資料の記載内容の引き続きの改善・運営ルール

の徹底、議論・分析のさらなる充実や役員間の意見交換機会の拡大など、取締役会の運営をさらに高め

る取組みを進めてまいります。また、独立役員会議を活用し、より取締役会の実効性を高めることを検

討してまいります。 

 

３.今後の対応 

当社取締役会は、この評価結果を踏まえ、取締役会の「透明・公正かつ迅速・果断な意思決定」によ

る「持続的な成長と中長期的な企業価値向上」を図ってまいります。 

以上 

 


